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　 【歴史】近代の幕
開け

近代世界の確立とアジア
開国と幕府政治の終わり

欧米諸国における産業革命や市民革命，アジ
ア諸国の動きなどを基に，諸資料から歴史に
関する様々な情報を調べまとめ，欧米諸国が
近代社会を成立させてアジアへ進出したこと
を理解している。

工業化の進展と政治や社会の変化などに着目
して，事象を相互に関連付けるなどして，欧
米諸国の市場や原料供給地を求めたアジアへ
の進出が，日本の政治や社会に与えた影響な
どについて多面的・多角的に考察し，表現し
ている。

欧米諸国が市民革命や産業革命により近代社会
を成立させ，アジアへ進出していったことについ
て，よりよい社会の実現を視野にそこでみられる課
題を主体的に追究しようとしている。

明治維新と立憲国家への歩み 開国とその影響などを基に，諸資料から歴史
に関する様々な情報について調べてまとめ，
開国によって人々の生活が大きく変化したこ
とを理解している。

幕府が対外政策を転換して開国したことなど
に着目して，事象を相互に関連付けるなどし
て，開国が政治や人々の生活に与えた影響に
ついて多面的・多角的に考察し，表現してい
る。

欧米諸国のアジア進出が日本の開国をもたらした
ことや，開国の影響と江戸幕府の滅亡について，
よりよい社会の実現を視野に主体的に追究しよう
としている。

激動する東アジアと日清・日露戦争 日清・日露戦争，条約改正などを基に，諸資
料から歴史に関する様々な情報について調べ
てまとめ，我が国の国際的な地位が向上した
ことを理解している。

議会政治や外交の展開などに着目して，事象
を相互に関連付けるなどして，日本と世界と
の関係について，多面的・多角的に考察し，
表現している。

国際的な視野に立って，我が国の国際的な地位
が向上したことについて，よりよい社会の実現を視
野に主体的に追究しようとしている。

１４時間 近代の産業と文化の発展 我が国の産業革命，この時期の国民生活の変
化，学問・教育・科学・芸術の発展などを基
に，諸資料から歴史に関する様々な情報につ
いて調べてまとめ，我が国で近代産業が発展
し，近代文化が形成されたことを理解してい
る。

近代化がもたらした文化への影響などに着目
して，事象を相互に関連付けるなどして，産
業の発展が国民生活や文化に与えた影響につ
いて，多面的・多角的に考察し，表現してい
る。

我が国の産業革命，この時期の国民生活の変
化，学問や教育の発展について，よりよい社会の
実現を視野に主体的に追究しようとしている。

第一次世界大戦・大正デモクラシー 第一次世界大戦の背景とその影響，民族運動の
高まりと国際協調の動きなどを基に，諸資料から
歴史に関する様々な情報について調べてまとめ，
第一次世界大戦前後の国際情勢及び我が国の
動きと，大戦後に国際平和への努力がなされたこ
とを理解している。

世界の動きと我が国との関連などに着目して，事
象を相互に関連付けるなどして，第一次世界大戦
による世界と我が国の社会の変化や影響につい
て多面的・多角的に考察し，表現している。

第一次世界大戦の背景とその影響，民族運動の
高まりと国際協調の動きについて，よりよい社会の
実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追
究しようとしている。

　

恐慌から戦争へ 我が国の国民の政治的自覚の高まりと文化の大
衆化などを基に，諸資料から歴史に関する様々な
情報について調べてまとめ，政党政治の展開や，
社会運動の広まり，女性の社会的進出，大都市の
発達や人々の生活様式や意識の変化を理解して
いる。

世界の動きと我が国との関連などに着目して，事
象を相互に関連付けるなどして，戦争による世界
と我が国の社会の変化や影響について多面的・
多角的に考察し，表現している。

第一次世界大戦前後の日本の政治・社会・文化
における変化について，よりよい社会の実現を視
野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとし
ている。

　

第二次世界大戦と日本の敗戦 経済の世界的な混乱と社会問題の発生，昭和初
期の我が国の政治・外交の動き，中国などアジア
諸国との関係などを基に，諸資料から歴史に関す
る様々な情報について調べてまとめ，軍部の台頭
から戦争までの経過について理解している。

経済の変化と政治への影響，戦争に向かう時期の
社会や生活の変化，世界の動きと我が国との関連
などに着目して，事象を相互に関連付けるなどし
て，二度目の世界大戦に向かっていった理由に
ついて，多面的・多角的に考察し，表現している。

経済の世界的な混乱と各国への影響について，
よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題
を主体的に追究しようとしている。
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二度の世界大戦と
日本

２０時間
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【歴史】
現代の日本と世界
６時間

日本の民主化・世界の多極化・これ
からの日本

第二次世界大戦の終結までの我が国の政治・外
交の動き，中国などアジア諸国との関係，欧米諸
国の動き，戦時下の国民の生活などを基に，諸資
料から歴史に関する様々な情報を調べまとめ，戦
争の経過と，大戦が人類全体に惨禍を及ぼしたこ
とを理解している。

世界の動きと我が国との関連などに着目して，事
象を相互に関連付けるなどして，二度目の世界大
戦が起こった理由やその戦争の影響を世界的な
視野で，多面的・多角的に考察し，表現している。

第二次世界大戦の開戦から終結までの各国や日
本の動き，そして，この大戦が及ぼした惨禍につ
いて，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる
課題を主体的に追究しようとしている。

　

　

現代社会の特色と私たち 現代日本の特色として少子高齢化，情報化，
グローバル化などが見られることについて理
解している。

少子高齢化，情報化，グローバル化などが現
在と将来の政治，経済，国際関係などに与え
る影響について，位置や空間的な広がり，推
移や変化などに着目しながら多面的・多角的
に考察し，表現している。

少子高齢化，情報化，グローバル化が政治，
経済，国際関係に影響を与えていることにつ
いて，現代社会にみられる課題の解決を視野
に，主体的に社会に関わろうとしている。

　

私たちの生活と文化 現代社会における文化の意義や影響について
理解している。

位置や空間的な広がり，推移や変化などに着
目して，文化の継承と創造の意義について多
面的・多角的に考察し，表現している。

私たちが生きる現代社会と文化の特色につい
て，現代社会に見られる課題の解決を視野に
主体的に社会に関わろうとしている。

　

現代社会の見方や考え方 現代社会の見方・考え方の基礎となる枠組み
として，対立と合意，効率と公正などについ
て理解している。また，人間は本来社会的存
在であることを基に，個人の尊厳と両性の本
質的平等，契約の重要性やそれを守ることの
意義及び個人の責任について理解している。

対立と合意，効率と公正などに着目して，社
会生活における物事の決定の仕方，契約を通
した個人と社会との関係，きまりの役割につ
いて多面的・多角的に考察し，表現してい
る。

現代社会を捉える枠組みについて，現代社会
に見られる課題の解決を視野に主体的に社会
に関わろうとしている。

　

人権と日本国憲法
　｢情モ｣人権尊重

日本国憲法が基本的人権の尊重，国民主権及
び平和主義を基本原則としていること，日本
国及び日本国民統合の象徴としての天皇の地
位と天皇の国事に関する行為について理解し
ている。

対立と合意，効率と公正，個人の尊重と法の
支配，民主主義などに着目して，我が国の政
治が日本国憲法に基づいて行われていること
の意義について多面的・多角的に考察し，表
現している。

個人の尊重についての考え方や日本国憲法の
基本的原則などについて，現代社会に見られ
る課題の解決を視野に主体的に社会に関わろ
うとしている。

　

人権と共生社会 個人の尊重についての考え方を基本的人権を
中心に深め，民主的な社会生活を営むために
は法に基づく政治が大切であることや，法の
意義を理解している。

対立と合意，効率と公正，個人の尊重と法の
支配，民主主義などに着目して，基本的人権
を中心とした個人の尊重の考え方や，民主的
な社会生活を営むことの意義について多面
的・多角的に考察し，表現している。

基本的人権を守ることや法に基づく政治の意
義などについて，現代社会に見られる課題の
解決を視野に主体的に社会に関わろうとして
いる。

　

これからの人権保障 個人の尊重についての考え方を基本的人権を
中心に深め，民主的な社会生活を営むために
は法に基づく政治が大切であることや，法の
意義を理解している。

対立と合意，効率と公正，個人の尊重と法の
支配，民主主義などに着目して，基本的人権
を中心とした個人の尊重の考え方や，民主的
な社会生活を営むことの意義について多面
的・多角的に考察し，表現している。

基本的人権を守ることや法に基づく政治の意
義などについて，現代社会に見られる課題の
解決を視野に主体的に社会に関わろうとして
いる。

　

　

現代の民主政治 議会制民主主義の意義や多数決の原理とその
運用の在り方，国会を中心とする我が国の民
主政治のしくみのあらましや政党の役割につ
いて理解している。

対立と合意，効率と公正，個人の尊重と法の
支配，民主主義などに着目して，民主政治の
推進と，公正な世論の形成や選挙など国民の
政治参加との関連について多面的・多角的に
考察，構想し，表現している。

民主政治と政治参加について，現代社会に見
られる課題の解決を視野に主体的に社会に関
わろうとしている。

　

　

国の政治の仕組み 国会は，国権の最高機関であり，国の唯一の
立法機関であることや，内閣については，我
が国が議員内閣制を採用していること，法に
基づく公正な裁判の保障があることについて
理解している。また，三つの権利が均衡を保
ちながら果たしている役割を理解している。

対立と合意，効率と公正，個人の尊重と法の
支配，民主主義などに着目して，将来の主権
者として主体的に政治に参加することの意義
や，法に基づく裁判の保障，民主的な政治と
政治参加に関わる課題について多面的・多角
的に考察，構想し，表現している。

民主的な国の政治のしくみや政治参加の方
法，司法権の独立と法による裁判が憲法で保
障されていることなどについて，現代社会に
見られる課題の解決を視野に主体的に社会に
関わろうとしている。

　

　

地方自治と私たち 地方自治の基本的な考え方や，首長と議会の
二つの機関を中心に行われる地方自治体の政
治のしくみ，住民の権利や義務について理解
している。

対立と合意，効率と公正，個人の尊重と法の
支配，民主主義などに着目して，地方自治体
が果たしている役割や地方財政のあり方など
について多面的・多角的に考察，構想し，表
現している。

地方自治体で行われている実際の政治と身近
な暮らしとの関連や，地域の政治に参加する
ことの意義などについて，現代社会に見られ
る課題の解決を視野に主体的に社会に関わろ
うとしている。

　

　

　

現代の民主政治と
社会

23時間

個人の尊重と日本
国憲法

17時間

　

【公民】
現代社会と私たち
の生活

13時間
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消費生活と経済
｢情モ｣トラブル解決

身近な消費生活を中心に，経済活動の意義や
流通のしくみについて理解している。

対立と合意，効率と公正，分業と交換，希少
性などに着目して，個人や企業の経済活動に
おける役割と責任や流通機構の変化について
多面的・多角的に考察し，表現している。

身近な消費生活や流通のしくみと経済活動と
のつながりについて，現代社会に見られる課
題の解決を視野に主体的に社会に関わろうと
している。

　

　

生産と労働
価格の働きと金融

現代の生産のしくみや企業のしくみと役割，
勤労の権利と義務，労働組合の意義及び労働
基準法の精神について理解している。

対立と合意，効率と公正，分業と交換，希少
性などに着目して，企業の経済活動における
役割と責任や，社会生活における職業の意義
と役割及び雇用と労働条件の改善について多
面的・多角的に考察し，表現している。

企業がもつ社会的責任や，社会の中で働くこ
との意義などについて，現代社会に見られる
課題の解決を視野に主体的に社会に関わろう
としている。

　

　

政府の役割と国民の福祉
これからの経済と社会

市場経済の基本的な考え方や，市場における
価格の決まり方と資源の配分について理解し
ている。

対立と合意，効率と公正，分業と交換，希少
性などに着目して，市場メカニズムが公正に
はたらくために必要な条件や制度について多
面的・多角的に考察し，表現している。

市場の働きと経済について，現代社会に見ら
れる課題の解決を視野に主体的に社会に関わ
ろうとしている。

　

　

国際社会の仕組み 現代の金融のしくみやはたらき，財政及び租
税の意義，国民の納税の義務について理解し
ている。

対立と合意，効率と公正，分業と交換，希少
性などに着目して，金融機関の果たす役割や
財政及び租税の役割について多面的・多角的
に考察，構想し，表現している。

国民生活における金融機関や財政の果たす役割
について，現代社会に見られる課題の解決を視
野に主体的に社会に関わろうとしている。

　

　

さまざまな国際問題
これからの地球社会と日本

酸性雨や大気汚染，オゾン層の破壊，海洋汚
染，森林減少など，人間が関与した地球環境
問題は「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」
の１７の目標の何に当てはまるか調べ，持続
可能な発展に向け世界が協調して進める意義
を理解している。

先進国と発展途上国など国家間や地域間によ
り，持続可能な発展に向けた意見や考えの違
いが生まれる理由を，多面的・多角的に考察
し，表現している。

持続可能な開発目標の達成や地球環境問題の
解決に向け，国や地域，個人がすべきことに
ついて，現代社会にみられる課題の解決を視
野に，主体的に取り組もうとしている。

　

　

よりよい社会を目
指して
12時間

　 社会的な見方・考え方を働かせ，私たちがよ
りよい社会を築いていくために解決すべき課
題を多面的・多角的に考察，構想し，表現し
ている。

私たちがよりよい社会を築いていくために解
決すべき課題について，現代社会に見られる
課題の解決を視野に主体的に社会に関わろう
としている。

　

私たちの暮らしと経
済

25時間

地球社会と私たち
10時間


